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研究要旨 

iNPHの重症度評価は国際的にはさまざまな評価法が用いられている。定性評価は評価者の

主観に影響をうけ、定量評価は標準化が必要で、患者の状態にも影響される。国際的にはあ

らたな評価法作成の機運が高まっており、我が国も積極的に関与していく必要がある。 

 

Ａ．研究目的 
特発性正常圧水頭症(iNPH)の症状の重症度
は治療や病態を考える上で重要な要素であ
るが、我々は評価者によって重症度が異な
ることを報告した。一方、本年10月にコロン
ビアで開催された国際水頭症学会で評価法
についてのシンポジウムが開催され、筆書
も発表を求められた。今回はiNPHに対する
今後の評価法のあり方について、自分の考
えを述べることとする。 
 
Ｂ．研究方法 
定性評価法と定量評価法の利点・欠点につ
いて検討した。また、国際的な流れについて
も報告した。 
 
（倫理面への配慮） 
患者のプライバシーに配慮し、特定される
ことのないように配慮した。 
 
Ｃ．研究結果 
定性評価は主観が入る可能性が高いと考え
られた。定量法は計測の標準化が必要で 
   あり、患者の状態によってもデータ
が変わりうることが考えられた。国際学会
のシポジウムでは今後、症状の評価につい
ての国際基準作りをすすめることが話し合
われ          た。 
        
Ｄ．考察 
定性法と定量法の利点・欠点を意識して、新
たな評価法を作成することが必要である。 
Ｅ．結論 
 iNPHの重症度分類について、新たな国 
際評価スケールの作成の動きが出ており、 
我が国も積極的にこの動きに参加する必 
要がある。 
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